
学校教育目標 学校経営の重点
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進路実現に向けて逆算思考で1・2
年生のうちから進路を意識した学習
環境の構造的な改善を求めたい。
教室の寒さ対策や、模試・検定前の
部活動への配慮、進学を見据えた
引退時期の検討など。

就職指導の充実 ・２年生就職志望生徒に就業体験を実施す
る。
・３年生就職志望者に面接試験対策として、
PTA役員や町内有識者による模擬面接を行
う。
・３年生の就職指導の日程・内容等を情報共
有し、校内協力体制を整える。

・夏季休業中２年生の就業体験を実施でき、数名の進学
希望者も参加した。
・PTA役員に講師を依頼し、８月末に３年生就職志望者
対象模擬面接でご指導いただいた。
・３年生に対する就職指導では、就職支援システムを活
用した。また学年・キャリア以外の方にも面接指導にご
協力いただいた。

4.3

・ミスマッチを防ぐため、１年次からの指導を徹底する。
○就労体験や模擬面接など、校内以外の部分も活用できていた。
・進学同様、受験先・日程・職種などが随時確認できたらいいなと感じました。
○少しづつ特支の取り組みを取り入れるなど充実度が高まりつつある。
○進路部を中心に引っ張って頂き感謝しております。
○思うように面接指導がいかない生徒もいましたがありがとうございました。

・自己理解のためにも年一回適性検査
を実施する。
・生徒保護者の希望を的確に把握する
ために学年担任と連絡を密に情報を共
有する。
・外部機関の力を借り、一人ひとりに丁
寧な指導を行う。
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進学指導の充実 ・新課程入試、総合型選抜、学校推薦入試
対策指導を研修する。
・学年・教科担当と連携し、模擬試験・進学補
習を計画的に実施する。
・３年生の進学指導の日程・内容等を情報共
有し、校内協力体制を整える。

・大学個別の説明会への参加や進路情報研究各社の資
料を用い、個別に丁寧な進学指導を実施できた。
・学年進路担当と連携し、定期的な模擬試験の実施、長
期休業中の進学補習を実施することができた。
・３年生に対する進学指導について、放課後進学補習の
継続実施と面接指導に協力をいただけた。また外部講
師と進路指導経験豊富な講師を交えた進路検討会を実
施できた。

4.0

キャリア教育の充実 ・３年間を見通した進路指導ホームルームを
計画的に設定する。
・上級学校・企業・進路情報等の提供により、
各学年の進路指導を支援する。
・キャリアノートやキャリアパスポートを活用
し、自身の変容や成長を自己評価させつつ
継続的・系統的なキャリア教育を行う。

・学年団主体の定期的進路ガイダンス、模擬試験、公務
員講座などを実施できた。また、２年生に対して来年度
に向けて進路指導LHRを実施中である。
・上級学校の入試情報や企業からの情報等を積極的に
共有した。
・６月全校生徒対象の進路講演会、８月キャリア教育に
関する職員研修を実施した。
・10,11月に３年進路決定者によるキャリアアップ体験事
業を実施できた。

3.6

生徒の主体的活動の
支援

・特別活動において生徒に役割を与え、生徒
による主体的運営を支援する。
・委員会活動を含む生徒会活動の活性化を
図る。

・文化祭、浜高交流杯などの学校行事で、生徒は役割を
よく果たしてくれていた。
・生徒会や委員会で決められている内容について責任
感を持ってやり遂げていた。今後、生徒発案やオリジナ
リティのあるものを発信していけるようにしたい。 3.4

○取り組もうとしている委員会もある。・活動があまりできていない委員会もある。どう役割を与えるか工夫が必要。文
化祭や体育祭なども、生徒に企画・運営させる場面を増やしてもいいと思う。●教員主体の部分が多く、さらなる取り
組みが必要と思うが人員的に苦しい。●まだまだ主体性を伸ばす関わり方はある。・それぞれの委員会活動の活性化
は必要。●委員会によって仕事量に差が出やすい。また前後期によって仕事量が大きく変化する委員会があり、手持
ち無沙汰になっている生徒もみられる。

・文化祭をはじめとする学校行事の企
画・立案・準備物・当日の運営もさらに
任せたい。
・オープンハイスクールの学校紹介動
画の作成や、浜中・夢中と連携した行
事など、プロジェクト班を新たに立ち上
げたい。
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・先生方オリジナルのワークシートを、本校の「キャリアノート」として整理する。○各学年と連携して取り組んでいる。
○系統的な取り組みができるよう徐々に改善されつつあると感じる。●学年主導の進路行事の設定など年や教員の
経験によって左右してしまうので一貫して設定してほしい。●学年としては不十分。
●いつも進路の取組への提案ありがとうございます。ただ、学年主任も担任も経験不足であるからこそ、３年を見通し
た進路指導HRの大まかな計画の設定、見通し、共有する機会がもっとあってほしいです。学期に１回は学年とキャリア
で進路指導の進捗や今後の動きを共有する会をつくってほしいです。進路が統括して動くというより、学年ごとに動い
ているように思います。●キャリアパスポートは形骸化しており活用の域に至っていない。

・年度当初の進路計画に具体性を持た
せ実用化できるものを作成したい。
・１、２年生の指導にも関わりたい。が
現状の人員では難しく学年主任にお願
いしたい。
・是非活用できる「浜高キャリアパス
ポート」を整理したい。

4.0

・早期決定を目標とするのではなく、３月最後まで学習する指導を。○計画的に実施し、各部署と連携して取り組んで
いた。・出願先の学校・学部・学科・日程(総合型・推薦型を含める)について、全職員が随時確認できるようにしてはど
うか。授業や補習、生徒と出会った際に少しでも効果的な声かけができると思う。合否を聞いてから初めて知ることが
多かった。・進路指導はよく頑張っていると感じるが、理系生徒の指導充実にさらなるテコ入れが必要と感じる。
○面接指導など進路指導部中心に大変お世話になりました。・面接指導に関して、３年生・キャリアの先生に負担がか
かりすぎだと思います。初任の先生も３年生になってから面接指導が入るのではなく、例えば初任研の校内研修の一
環として面接指導を担当する、志望する学部・学科に合わせて教科の先生が面接指導を担当するなどして、少人数の
学校だからこそ業務分担し、３年生の進路指導を文字通りみんなですべきだと思います。

・総合コースも含め日常から家庭学習
に取り組み確かな学力を身につけ進路
を考える指導を行う。
・受験先一覧はuserで常に更新してお
り閲覧可能です。
・多忙な中恐縮ですが多くの先生方に
指導いただきたいです。快諾ください。

交通安全の啓発 ・交通安全啓発のために、生徒会も含めた立
番指導を継続的に実施する。
・全国交通安全運動と関連づけ、PTAと連携
した立番指導を実施する。
・自転車点検の実施、自転車に関する交通
ルールの遵守など、事故を未然に防ぐ取り組
みを行う。

・今年度は座学での講習のみ実施した。
・自転車点検の際に、ヘルメット着用について例年より強
く推し進めたが、着用率はほぼゼロだった。

4.0

○いろんな情報を提供していた。
○生徒会の立ち番、PTAとの協力、委員会による自転車点検、美方警察署による講座など実施できた。
●自転車、歩行者の登校の様子などから、交通マナーや安全講習を増やしたほうが良いと思う。

・次年度は自転車への青切符導入をう
け、実践的な内容の講習会を実施した
い。
・万が一事故にあった際に重症化リスク
を大幅に下げる効果があるヘルメットに
ついて、着用をさらに推し進めていきた
い。

いじめの未然防止 ・いじめアンケートを年３回実施し、いじめの
早期発見・早期対応に努める。
・いじめを認知した場合、いじめ対応チーム
による組織的な対応を行う。
・日頃のHR活動や人権教育と連携し、いじめ
を許さない態度や雰囲気を醸成する。

・いじめアンケートで出てきた事案について、学年団と連
携して対応できた。
・アンケート結果や、指導事案の共有に努めた。指導し
た内容について全職員が見られる共有データを作成し
た。

3.9

・いじめの特別指導はなかったが、次年度もいじめの積極的な認知をし、早期発見・早期対応をしていきたい。
●生徒との距離感について、どうかなと感じる行動が見受けられる。

・アンケートだけではなく、日常の生徒
の観察や声かけを充実させ、早期発見
につなげたい。
・生徒数は少ないので、全職員で生徒
の情報を知り、関わっていく雰囲気を醸
成したい。

・新温泉町人権セミナーを全教職員で分担派
遣し、参加後に報告してもらい、人権教育の
理解を推進する。
・CoCoLo34を活用し、学級の実態を共有す
るための専門家の研修会を実施する。また
人権ホームルームにつなげる。
・人権講演会をPTAと協力して実施する。
・各学年団と連携し、台湾修学旅行に関する
事前学習や事後学習の機会を活用した多文
化共生教育の実施を図る。
・人権に関して、教員間で意見交換しやすい
環境づくりに努める。

・町人権セミナーを活用した職員研修については一定の
成果があるが、事後の情報共有の点において課題が残
る。
・CoCoLo34を活用した人権HRについては、日程調整等
の不備により実施できなかった学年もあり、企画調整等
も含めて課題が残った。専門家の研修会についても同様
に課題である。
・人権講演会を実施した。
・各学年団との連携や教員間での意見交換しやすい環
境づくりなどにおいては、不十分であるため、今後の課
題である。

3.2

・CoCoLo34や研修会などは活用できていないが、昨年度出来なかった人権講演会が実施できて良かった。
○人権教育において新温泉町のセミナーの活用は意識高揚の一助になっていると感じる。
●人権HRなど学年によって違う内容が行われていて統一性がない
●今年度人権ホームルームをまだ行えていません。
●人権教育という点において、各授業で学級の実態に合った教科指導ができなかったのではないだろうか。人権セミ
ナーやCoCoLo34を活用した学級の実態などを職員間で共有、フィードバックする機会を設けるべきだと考える。また、
CoCoLo34は業務改善にもなっているのでいいが、それに提案された人権HR後の効果や検証のフィードバックや共有
が必要だと考える。

・年度目標に沿った計画や運用ができ
るよう、早目早目の準備、企画調整や
事前の打ち合わせなどの励行を心がけ
る
・生徒、教員いずれの人権意識高揚の
ための取り組みであっても、事後に職
員間で情報共有やフィードバックなどを
行うための態勢づくりに努める
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配慮が必要な子供たちが増えてい
る現状に対し、小学校からの切れ目
のない支援が大切。 先生方からも
気になることがあれば発信していた
だき、外側から支えていきたい。
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だれもが過ごしやすい
学校づくりに向けて、
個性を認め合い、校則
を遵守する意識を高め
る。

・挨拶励行、清掃の徹底、時間を守る意識を
高める。
・校則等の遵守を呼びかけ、規範意識を高め
るとともに、適宜校則の見直しを図る。
・定期的に学年との情報共有を行い、気にな
る生徒の状況を把握し、指導に活かす。
・主に生徒会主体で校内風紀向上に向けた
啓発活動を行う。
・連携型中高一貫教育校に向けて、近隣中
学校とも連携し校則や部活動等の整備を進
める。

・生徒の様子やこれまでの経緯を鑑みて、学年団と情報
共有をしながら進められた。ただし、スカートや化粧につ
いての指導に課題が残る。教職員が一丸となって取り組
める仕組みやルールを考えたい。
・遅刻が多い生徒に対して、生徒支援部として十分な対
応ができなかった。
・校則改定について生徒会とともに積極的に取り組んだ
が、スマホやアルバイト、服装等について今後も検討し
ていきたい。

3.4

3.7

●制服の着こなしや化粧について、統一の指導基準を明確にすべき。
○校則について常に見直しの視点があるように思います。
○校則や生徒指導について全体で考えようと動いていた。
・不十分なところもあったが、生徒の様子を見ながら学年の先生と協力した服装指導、積極的な校則の改定、生徒会
のポスターや放送での呼びかけなどは実施した。近隣中との連携はほぼ未実施であった。
○少しづつよくなってきている。
●校内風紀については学校としての温度差のない指導ができていない。
○校則が少しずつ見直されていていいと思う。

・学年団と生徒情報を共有できる機会
を月に1回でも作る。
・校則は時代の変化に合わせ、社会通
念上必要なもの、明確な理由が示せる
ものに洗練させていく。
・形式的な指導ではなく、個に応じた指
導になるよう校則を再考する。
・浜坂高校の生徒であることに自覚と誇
りを持てるような声かけや取り組みを増
やす。

教育相談・特別支援教
育の推進と生徒理解

・キャンパスカウンセラーや通級指導担当者
と学年等と連携し、生徒理解に努める。
・学年・コーディネーターと密に連携し、定期
的な生徒情報交換会議を実施し、全教職員
で生徒の情報を共有し、生徒理解に努める。
・小中学校が行っている研修や支援の取り組
みを知り、研修報告など高校に活かせる支
援として情報を共有する。
・町の福祉機関や特別支援関連の外部機関
と連携し、卒業後の自立を目指した支援を検
討する。

・コーディネーター会議をこまめに持ち情報共有すること
を目指したが、後半上手に活用できなかったが、学年が
丁寧に情報共有していたため、職員会議でも情報共有
が増えた。
・キャンパスカウンセラーや通級担当者と校内とのコー
ディネートに努めた。学年等から情報提供いただくことに
もつながった。
・町の福祉課や外部就労支援機関との連携が今年度広
がり、生徒の就労支援の道筋が出来た。今後も継続した
い。
・小中との連携も年度当初だけになっているので、今後
課題として取り組む。

4.5

○今年度は外部機関との連携も広がり、就労支援の流れに取り組むことができて良かった。
○積極的に情報共有できていたと思う。
○とても綿密で丁寧な活動と支援ができていると思う。
○特別支援の取り組みを積極的に行っていると思うが負担感も多い。
○中井先生中心に通級など担任としては連携を取れて行うことができました。他部署とも連携が取れたらさらに良いか
もしれません。
○進路指導の面でたくさん助けていただき感謝しています。福祉機関等の外部機関と連携できたことがとても良かっ
たです。
・就職支援のための連携先など、町の福祉機関、特別支援関連の外部機関についての職員研修がしたいです。〇〇
の時は、△△の福祉機関へ、〇年生では、△△の就職支援の動きを考えておく等、現在何かあるたびに経験のある
先生に聞いたり、養護教諭に相談したりしているので、防災・危機管理マニュアルみたいなものがあればいいなと思い
ます。

・早期に学年や保護者に情報提供し、
今年度実施できた就労支援が継続でき
る体制を構築する。
・連携先一覧を作成し、教員だけでな
く、保護者にも伝わるような支援のまと
めを作成する。
・小虫学校との情報共有の機械を増や
す。
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学校保健と学校安全を
推進

・安全点検、ヒヤリハット調査、応急手当リー
ダー講習会、保健体育科と連携した救命法
など継続し、生徒・職員の安全意識等を推進
を図る。
・薬物乱用防止教室、献血ボランティア、精
神保健講座など外部関係機関と連携した保
健教育の推進を図る。
・保健だよりなどを通じて、実施している保健
教育など内容を周知する工夫を図る。
・生徒が主体的に取り組める美化保健委員
会の活動を継続する。

・応急手当リーダー講習会、保健体育科との救命法は継
続してでき、実施後保健だよりを通じて生徒への周知も
できた。
・安全点検・ヒヤリハット調査は今年度不十分で、今後の
方法に検討が必要。
・薬物乱用防止教室、献血ボランティア、精神保健講座
など、外部機関を連携し継続して実施出来ている。保健
だより以外の保健情報の周知についても考えたい。
・美化保健委員会は生徒中心に積極的に活動できた。
美化活動以外の活動も今後検討したい。

4.4

4.5

○美化保健委員の生徒は楽しそうにいきいきと活動していると思います。
・保健教育・安全教育の内容が簡単に生徒に情報提供できるような仕組みを考えたい。
○とても活発な活動ができていると思う。
○研修講座を積極的に行っていると感じる

・今後も継続した活動を計画し取り組
む。
・安全点検、ヒヤリハット調査は、より簡
潔で継続的な実施方法について検討
する。
・保健だより以外の保健情報の提供、
クラスルームの活用などについて検討
する。
・美化保健委員会において生徒が主体
的に活動できる内容を検討する（熱中
症予防の放送など）。

安心・安全な学校づく
り

・非常時に携帯できるように防災マニュアル
と危機管理マニュアルを一本化する。
・年度当初に防災・危機管理の研修会を実
施する。
・地域の防災教育を知り、地域と連携した防
災教育（避難所運営や防災マップ作成等）を
検討し、実施していく。
・「出張図書室」の取り組みも含めた図書室
の積極的な活用を推進する。

・防災マニュアルと危機管理マニュアルの一本化を行っ
た。
・年度当初に防災・危機管理の研修を短時間ではあるが
実施できた。
・地域との連携、特に近隣の各校園と連携した防災につ
いては、十分ではなく、今後の大きな課題であるといえ
る。
・「出張図書室」の取り組みも含め、図書室の活用推進を
図ることができた。

3.7

・小学校・中学校と連携した防災訓練の実施を検討してください。
○出張図書室は成功していると思います。生徒が職員室前の本をパラパラとめくって話題にしている姿をよく見かけま
す。
・防災教育や火災訓練なども企画できれば良いと思う。
●地域との連携に課題が残る結果になってしまいました。
●避難訓練など安全教育に取り組んでいると思うが、生徒の真剣さがもっと欲しいと感じる。
・自分は危機感を意識した勤務はできていない。緊急事態が起こった時を想像すると意識の改善する必要がある。

・近隣の各校園と防災についての情報
交流を図り、連携した防災訓練の実現
に向けて検討を進めていく
・生徒も教員も普段から防災や安全の
意識をたかめられるような防災教育の
あり方を探っていく

高校生の頃から防災意識を持ち、
避難訓練などを通じて危険を察知
する力を身につけてほしい。
 防災については、被災地の経験を
持つ先生の講演などを通じて、自分
事として捉える機会を作ることを提
案する。

地域と連携した体験
的・協働的な学びを推
進

・ふるさと貢献事業での地域連携と、教育課
程に位置づけられる地域連携とを分類し、学
校行事や地域連携活動、中高連携等におい
て、生徒自ら学び続ける意欲を育み、一人ひ
とりの個性と能力を伸長する。
・松林サンビーチクリーン作戦やオープンハ
イスクールなどで、生徒が主体的に活動でき
る方法で実施する。
・ボランティア協力校としての活動（ちょボラ・
みんなでCooking・除雪作業など）やPTAとの
協働行事（花いっぱい運動など）への取り組
みを継続する。

・様々な地域連携の分類は不十分だったかもしれない
が、県立高校ふるさと共創プロジェクトでの地域連携を
含め、学校行事等において生徒たちが活躍できる場を
提供できた。
・松林サンビーチクリーン作戦やオープンハイスクールな
どで、生徒が運営に携わったり積極的に活動する姿を示
したりできる機会を設けられた。
・ボランティア協力校としての活動やPTAとの協働行事を
継続的に実施できた。

4.0

3.6

○さらに生徒が活躍する場が増えると良いと思います。
○生徒が貢献してくれている。
●自主的に参加するボランティア活動に積極的に取り組むよう、もっと働きかけができればよかった。
・活発に行われていると思う。今年は大雪だったので、地域の高齢の方の自宅周辺の除雪部隊を編成して動くのもい
いかなと思う。
●少しずつ改善しているが教員個人にかかる負担が大きい。
○生徒の地域行事への参加は積極的に行われていたと思います。
●生徒主体の行事は少ないと感じます。

・今後も継続的な活動を計画し、取り組
んでいく
・ボランティア活動や地域連携等につい
て、分類をはっきりさせながら、さらなる
周知や働きかけに努める

働きがいのある学校づ
くり

・学校運営のビジョンと各分掌の取り組みに
ついて全職員で情報共有し、活発に意見交
換を行うことで、教職員のモチベーションを高
め、前向きに業務に取り組む。
・ICTの活用等のミニ研修を行って教職員の
資質向上を図るとともに、行事には全職員で
対応することで、負担感を軽減するなど業務
量の適正化を推進する。
・時間外勤務を減らすため割振変更や代休
の確実な取得や計画的な年休取得を推進す
る。

・ノー部活デーである木曜日の早めの退勤の周知や定
期考査中や長期休業中の計画的な年休取得や代休・割
振の完全取得など積極的に声かけを行った。それが休
みを取りやすい職場の雰囲気にも繋がった。
・探究活動や学校設定科目など生徒主体の活動の時間
が増えたことで、教員で情報を共有し、進捗を確認し合う
時間が増えた。
・職員研修では中高一貫教育校となる本校についての
SWOT分析を行い、強みと弱みを共有することができた。
・欠席・遅刻フォームを導入したことによって、朝の家庭
連絡の負担が軽減された。

3.1

●業務の偏りや、人員不足の解消を願います。○休みは取りやすい環境だと思います。○全員で取り組んでいこうと
いう雰囲気にはなりつつある。○皆さん年休を10日以上取得されているのかどうかがわかりませんが、概ね達成して
いると思います。・休みの取り方の発想を逆転させて、年度初めに、1年間でとる年休(できれば10日)、夏季休、代休の
計画を先に立ててはどうでしょうか。繁忙期と閑散期をあらかじめ把握し、仕事のペースを考えられるように。「授業が
あるから代休がとりにくい」と感じる先生も多いので、時間割係の先生は大変かと思いますが、各先生の代休に合わせ
て授業の割り振りも検討してもらえたらありがたいです。●個人の負担が大きく、授業準備もなかなかゆっくり見直せな
いでいる。●マンパワーで動いている学校で負担が集中している。校内の役割分担の明確化や毎年変わらない内容
（模試の日程など）については再考しなくて良いようにする。初任の先生に対する研修（ミドルリーダーや主幹教諭や管
理職の先生から）を充実させる。・自分自身の年休取得率が悪いのでワークライフバランスを頑張りたい。
○割り振りは取得できる機会が増えていると感じます。●業務量の偏りは、これまでとあまり変化を感じませんでした。
○学校への欠席連絡に関しては、Googleformで簡易化したことで朝の担任の先生方の業務が大幅に改善できたと思
います。ただし、欠席した生徒への放課後以降の電話連絡は、不登校気味や欠席が続いた生徒のように本当に必要
な生徒のみでいいのではないかとも思います。もちろん、先生方の手厚い指導はすごいとも思うが、連絡が取れるまで
帰れない先生もいるようなので、明確な線引きをしてもらった方がいいかもとも思います。

・町や近隣の中学校と連携し、バスの
ダイヤを変更し、生徒の完全下校の時
間を30分繰り上げ、18：00とする。
・業務量に合わせた人員配置を行うとと
もに、専門部が連携して業務の分担を
行う体制をつくる。
・スタディサプリの活用や自習用教材を
ストックしておくことによって、充実した
自習が行える準備をする。

多様性を理解した人権
教育の推進

学
校
運
営

中高一貫校としての魅
力発信

・来年度から中高一貫校となるにあたり、本
校の教育活動の特色と魅力を整理し、魅力
発信に向けて公式ウェブサイトや学校案内
パンフレットを創意工夫する。
・オープンハイスクールや中高交流会、ハー
トフルフェスティバル、探究発表会などで連
携中学校との交流を深め、本校の情報を中
学生やその保護者、地域に広く発信する。

・学校パンフレットを刷新し、クラスＴシャツで行事に参加
する生徒達の姿や卒業生の声などを入れ、親しみやす
い内容に変更した。総務部の先生によるデザインも好感
度を増すものとなった。
・中高交流会で探究活動の口頭発表を採り入れたこと
で、中学生にとっても本校が注力する高校における探究
活動に興味関心を持ってもらえた。中学校の先生にも共
有できたことがよかった。
・探究発表会についてもお知らせを行ったが、中学生の
参加がなかったことから、もっと地域全体に向けた広報
が必要である。
・ジオ・フォーラムや県の探究発表会への参加など、外
部の発表会への参加によって、新たな学びと達成感に
繋がった。

3.3

3.4

・中学校と町教委との意思疎通をお願いしたい。●発信は十分しているが、伝わり切れていない気がします。
・浜坂中学校や夢が丘中学校の先生がどのような中高一貫校にしたいのかというのがわからなかったです。
●行事への中学校の参加が少なかったのは残念だが、アナウンスしていくしかない。中学校の先生方との交流が深ま
れば変化もあるかもしれないが…なかなか難しい。○ホームページを利用して、学校生活や行事の様子を発信できた
と思う。・中高合同の学習活動発表会(中学校からは発表者のみ参加)、インスタグラム・YouTube等のSNS活用○地域
にいろいろな方法で存在感を示しつつある。●何が魅力かわからないし、進学を推せるような学校でもない。探究を推
すのであれば組織的な運営が必要だと思う。（専門的な部署を作り、探究専門で進めていく教員を設置する）保護者、
中学校の教員ともに連携に対しての理解が進んでいないので逆に浜高離れが起こっているのが現状だと思います。
現代や地域のニーズに合った学校に大きく振るチャンスだと思いました。●高校が目指している中高一貫校への形が
うまく町の教育委員会に伝わっていないと感じます。●浜高ラボが土曜開催だったが、中学生の参加が1人もなく残念
だった。中高交流会で呼びかけや発表をしてもらっていたが、もっと呼びかけが必要だと感じた。●先日の浜高ラボで
中学生の席がありましたが、誰も生徒がいなかったのが気になりました。
・スタートしてから、中高でともに何をじっくり取り組んで行くかが、魅力の答えになるかなと思います。○発信という点
において、学校ホームページやパンフレットの変化により、学校の魅力が伝わりやすくなったと強く感じる。しかし、交流
という点で、高校生が中学校側に行く機会が今までと変わらず、中学生が高校に来る機会がオープンハイスクール以
外、ほぼないことを懸念している。今後、中学生が高校の行事に、授業に興味を持ってきてもらう方策を考えていくこと
が重要だと考える。

・いよいよ中高一貫教育校となる令和8
年度はさらに中学生との連携を図り、
入学前の学習会や夏休み等での探究
的な学びを企画・実施に繋げたい。
・今年度2学期以降から支援員の方に
探究活動や行事等のホームページで
の即時発信をお願いしている。今後も
継続したい。
・来年度から連絡用の媒体を変更し、Ｐ
ＴＡ会報のデジタル発信を行う。生徒の
活動や生の声を保護者に届けるよい機
会としたい。

浜坂高校には海外修学旅行という
大きな魅力があり、 我々もPR活動
で応援していく。
 浜坂高校の卒業生が大学のゼミで
活躍しており、地域活動の経験が大
学でも生きていると感じる。

地域に信頼される学校
づくりと地域連携

・地域のイベントへの参加や保護者・地域と
連携した貢献活動を推進することで、本校生
徒が地域に学び、地域で育てていただく相互
利益な関係性を構築する。
・学校設定科目「クエスト」や地域課題解決型
探究活動、キャリアアップ体験などで、生徒
が地域に出て行き、学ぶ体験を地域と連携し
て推進する。
・保護者や地域に本校生の生き生きと学ぶ
姿や一人ひとりの進路実現を支える指導を
見せることによって、行かせたい、応援した
い学校と認識してもらう。

・地域のイベントへの参加については、先生方の協力の
おかげで積極的に行えた。主体的に活動する生徒達の
姿を見せることができ、本校のイメージアップに繋がっ
た。
・今年から始まった『クエスト』の授業では、コミスク委員
さんや地元企業の多大なるご指導・ご協力のおかげで、
『動画コンテンツの作成と発信』、『地域食堂』、『食べ歩
きマップの作成』など充実したものとなった。引き続き多
様な人々との協働をもとに、地域貢献に繋がる活動を継
続していきたい。

3.9

○校内だけでなく校外の力を借りて実施できた。外部との連絡、校内の情報共有など丁寧さと緻密さの必要性を感じ
た。○例年よりも地域と関わる機会は多かったように思います。校内外にもっと共有できたらと思います。○クエストや
探究など、新しく取組が良い内容だと思うので、幅広く地域や家庭に届いたら良いと思う。○地域の方と関わる機会は
十分取れていると思います。○学校から出て地域で貢献する活動を意識した取り組みを行う試みをしている。○地域
の協力はすごく大きいと思う。校内の組織としての方向性と体制を整えるとうまく回りだすと思います。○浜高ラボのク
エストの発表とても良かった。今後の進路実現に向けてもプラスになる活動だと感じた。先生方の業務負担が心配。●
クエストと総合探究の違いがよくわかっていません。●地域イベントへの参加は、もう少し絞っていただけたらと思いま
した。○地域イベントへの参加や地域と連携した貢献活動、授業において生徒自身が地域に出ていき、また地域の
方々が授業に入ってくることで、地域とともに生徒を育てていく土台ができてきていると感じる。一方で、教員ともに地
域の方々が学校と連携し、一緒に生徒の成長を見守ることに対する感謝と生徒自身も特別なことだと意識する態度の
醸成が必要だとも感じる一年でした。○引き続きクエストや総合的な探求の時間で生徒たちと地域の人々が協働して
取り組む場を設けるべき

・探究活動や学校設定科目において、
外部の専門的人材や地域人材の積極
的な導入が新たな学びに繋がってい
る。今後も継続するとともに、地域人材
バンクと年間指導計画を作成し、計画
的な外部人材の登用を図る。
・地域食堂の実施に合わせて、地域の
方との学びや施設開放を行い、本校を
より身近に感じてもらう機会をつくる。

人口減少の進む地域にはマンパ
ワーが不足しており、そこを高校生
に期待しており、もっと元気を出して
ほしい。
町内で生まれる子供の数は激減し
ており、今後の生徒数減少は深刻
である。だからこそ、中高一貫教育
で確実に子供たちに力をつけること
が重要だ。先日の交流会では高校
生の熱い思いに驚かされた。浜坂
高校の「人間臭い繋がり」を大切
に、今後も交流を深めていきたい。

令和７年度　兵庫県立浜坂高等学校　学校評価シート

１ 命を尊び、人権を大切にし、共生心と豊かな人間性を育成する。
２ 「予測不能な時代」を主体的に育るための「創造力」と「発進力」
を育成する。
３ 生涯を通して自ら学び続ける意欲と習慣を培い、持続的に社会
に貢献する人材を育成する。

(3)地域連携による地域の未来を担う人材の育成

ア　学校通信やホームページ等学校の魅力発信による、地域の理解と支援の促進。
イ　地域の教育力を活かした地域探究活動や地域連携貢献事業による、「課題解決力」の向上。
ウ　産業界、行政機関、大学との連携による、地域創成への意識の向上。

領域 Ｒ７評価項目 Ｒ７目標・方策等 取組みの成果 項目別評
価

総合評
価

取組みへの意見 対策 学校関係者評価

(1)	生徒一人ひとりを大切にした教育の実践
ア　３年間を通じた体系的で個に応じたキャリア教育により、多様な進路目標の実現。
イ　生徒、保護者と心の通い合う関係を構築し、関係機関とも連携して、きめ細やかで適切な生徒指導、教育相談体制の充実。
   （通級巡回指導の導入）
ウ　学校行事や部活動、さらに防災、保健安全教育を通して、共生の心を育む心の教育の推進。
エ　新学習指導要領を踏まえた、新時代に即した実践的指導力の向上と授業改善。
オ　教員の資質と教育活動の質の向上を図る、働きがいのある職場づくり。

(2)新時代に求められる「創造力」「発進力」の育成

ア　生徒一人一人を主役にした、生徒の主体的な学びに重点を置いた教育活動の推進。
イ　基礎・基本の確実な定着と、個々の生徒のニーズに応える、多様で柔軟な特色ある教育課程の
設置。
ウ　ICT機器を用いた授業等、新時代の教育の在り方についての研究。



周囲のために行動でき
る共生心と思いやりあ
る人間性の育成

・さまざまな行事や体験を通して、達成感・自
己有用感を味わい、自信をもって社会に貢献
できる姿勢と地域創生への意識を身につけ
る。
・非対面コミュニケーションの難しさを自覚
し、スマホ・SNSの適切な使い方を学ぶ。
・年間3回以上共生について考える活動を実
施し、他者を思いやれる人間性を涵養する。

・様々な行事や体験後には、振り返りを実施し、自身の
行動について達成感や内省を言語化することができた。
また、地域の方々と交流する機会を多く持ち、地域創生
への意識を身につけることができた。
・非対面コミュニケーションの難しさは理解できたが、適
切なスマホやSNSでのコミュニケーションが身についたと
は言えない。
・新温泉町社会福祉協議会や本校通級担当の外部講師
の特別授業を計4回、教科指導を通じて複数回実施し、
おおむね他者を思いやれる人間性を涵養できた。

3.5

○社会福祉協議会との教育の機会など活用できていた。
○全体や自分の周りを見ながら、みんなに合わせて学校生活が行えるようになってきたと感じる。
○タブレットの使用方法で指導はありましたが、概ね達成していると思います。

地域の協力で、実現している学校設定
科目が多いため、協力してくださる方や
周囲に対して感謝の気持ちを、行動に
移せるように、都度声かけをしていきた
い。

周囲のために行動でき
る共生心と思いやりあ
る人間性の育成

・さまざまな行事や体験を通じ、達成感・成就
感を味わうことで自信を育み、他者との対話
と共感を通して社会に貢献できる姿勢を身に
つける。また、地域活動を通してその未来を
構想できる地域創生への意識を深める。

・学校行事（修学旅行・文化祭・体育祭）の完遂により、
当初の目標通り達成感・成就感を享受し、他者と協働す
る自信を深めることができた。
・外部との接点が増えたことで、社会的なマナーや公共
の場での振る舞いに改善の余地があることが明確化し
た。 3.5

・公共のために自分ができることを考え行動するため、マナー指導や身だしなみなど、自分と外の両方に目を向ける機
会と多くつくり、教師が様々な場面で働きかける。
●周囲のために行動できる共生心ができている生徒もいれば、不十分な生徒もいるのでその力を伸ばせるような進路
ＬＨＲを計画したいですが、具体的には決まっていません。

地域創生に関わる若手起業家や、ボラ
ンティア経験が進路選択に繋がった卒
業生による座談会をひらくなど「なぜ勉
強しなければならないのか」という問い
に対し、「他者のために動ける力がある
方が、社会で必要とされ、結果として自
分の居場所が見つかる」という実利的
なメリットを提示したい。

基本マナー・身だしなみについては地
道に声掛けをしていきたい。
「遅刻＝面倒な手続きが増える・自分
の時間が削れる」という実感を物理的
に与えてはどうかと考える。
コラムは３年生になっても続けて行きた
い。

１
学
年

基礎的な生活習慣の
確立

・毎朝決まった時間に起床・就寝
・朝食の習慣化
・欠席・遅刻・早退を減らす。
・校内ルールを遵守する。

・高校生活に慣れ、授業や部活動に集中できている生徒
がいる一方で、就寝が遅く、朝起きれず、朝食を抜き、授
業に集中できない生徒も少なくない。
・校内ルールの周知が徹底できなかったため、遵守する
に至らなかった。

3.6

3.6

○少しづつ高校生活に慣れてきて、校内のルールもおおむね守れるようになってきた。
○校内ルールはある程度守れているように感じています。
・毅然とした態度で指導にあたります。

・ルールの徹底に関しては、今後も毅
然とした態度で指導に当たるとともに、
個人面談等も都度実施し、生徒と社会
の意識のズレを認識させ、社会性を身
につけさせる。

２
学
年

基本的な生活習慣と基
礎的・基本的な学習習
慣の確立

・基本的な生活・学習習慣の確立へ、授業や
ホームルーム活動でBYOD端末・スタディサ
プリを積極的に活用することで、学習進捗を
可視化し、自己管理能力と計画性を高める。
・定期的に外部模試を活用することで、学習
の定着度を客観的に把握し、生徒の主体的
な学習計画と改善を促すことで、学力の向上
と自律した学習習慣の確立を図る。
・総合探究では地域教材・地域人材を活用
し、地域課題を探究します。これにより、地域
社会の将来を構想できる意識と貢献意欲を
育む。

・週末課題や総合探究においてBYOD端末を活用したこ
とで、ICT活用スキルの高い生徒を中心に、自律的な学
習スタイルが確立された。
・進学希望者が模試を通じて「自分の位置」を把握し自
律的に動き出した一方、未受検の就職・専門志望者の
学習意欲が停滞するという、意欲の相関関係が明確に
なった。 3.5

3.6

●基本マナーの指導とみられている自分の姿や身だしなみなど、外を意識した指導の充実が求められる。
●遅刻してくる生徒の雰囲気に違和感を感じる（急ごうとしない、時間を守る意識が低いなど）
・上記のほかに３学期から始めた取り組みとして、新聞のコラム記事を読み、自分の意見を３行程度にまとめて書くと
いうものをしています。将来の進路に向けて自分で何かを伝える訓練として始めました。始めるのが遅かったなと後悔
しています。

３
学
年

基礎的・基本的な学習
習慣の確立と定着。広
い視野で将来を見据
え、進路を深く考える
機会をもつ。

・スタディサプリを活用した課題の設定、夏季
休業や考査前に補習を実施し基礎的・基本
的な学習習慣を確立する。
・授業や考査後の学習内容の振り返りを習
慣化する。
・年間５回以上進路行事を実施し、自分の進
路に興味関心を持たせる。
・タブレットを学習活動や進路検討に活用す
る習慣を確立する。

・スタディサプリを活用した課題に取り組めている生徒が
多く、定期考査前には学習計画表を用いて、計画的に学
習するよう促すことができた。
・各教科と連携し、学習の振り返りをし、自己調整するこ
とができるようになった。
・年間5回以上、校内・校外の進路行事を実施、かつ地
元企業と連携して行う授業において、進路や労働につい
ての興味関心を持たせることができた。
・タブレットを学習活動に活用する習慣が確立できた。

3.7

○タブレットを使って学習する習慣がついているように思います。
○個に応じて対応されていた。
○高校の学習に少しづつ慣れてきているようである。
○タブレットを活用して、スタサプなどにきちんと取り組めている生徒は多いと思います。
・タブレットを学習活動に活用する習慣はある程度ついたが、スタディサプリを活用した課題の設定等家庭学習を習慣
づけるための手立てが不十分だったと感じている。次年度は、各教科と連携を密にとり、もっと生徒へ負荷をかけてい
きたい。
・週末課題をはじめとした、自主的な学習の機会とその支援の拡充を目指します。

・今後、タブレットを持参するように言わ
なくても、自主的に毎日持ってくるよう
各教科に働きかけたり、生徒自身に学
習に活用することの便利さを自覚させ
ることで、もっと主体的に学習に活用さ
せていきたい。
・スタディサプリを活用した家庭学習習
慣をつけるために、教科だけでなく、学
年からも進路に関する動画を配信し、
スタディサプリを開くことを習慣化させ
たい。

高い志と広い視野で将
来を見据えた進路検
討ができる資質を育成
する

・進路行事として、フィールドワーク、進路講
演会、大学説明会等を実施する。
・就職希望者に対して３日間の就業体験を実
施する。また、就業体験に向けてのマナー指
導等を行う。
・他校との連携を通じて生徒の知見を広げ、
自己理解を深めることで、各自に最適な進路
を検討・具体化する。このため、学校資料や
インターネット、説明会等を活用し、必要な情
報を自ら主体的に収集する力を育成する。

・進路行事として、フィールドワーク・他校との合同進学
相談会を実施、また講師による進路別の講演会を行うこ
とでし少しずつ進路実現に対して意識が高まっているこ
とを感じる。
・就業体験を実施し、事後ではその成果をまとめたポス
ターを作成することができた。
・担任・学年主任による進路面談を実施している。

3.7

・進路フィールドワークを２年生実施として定着させる。
○進路行事が幅広く実施されていた。
・自ら調べたことや思いついたことだけでなく、いろいろなところから情報を得る機会をさらに増やすべきだと思う。オー
プンキャンパスや体験活動の充実を図る。
○３学期に行った岡村先生による面接指導などの進路ＬＨＲを通して、将来の進路に対しての意識がより高まったのか
なと感じました。
●外部業者の活用はよいが、教員としての指導は不十分。

専門家の意見を聞かせたい思いから、
外部を使った活用に、重点を置きすぎ
たため。教員の生徒に進路指導にあた
る内容が不足していたと考えられるた
め、教員の進路に向けての学習機会も
同時に増やしていきたい。

失敗を重ねながら成長するチャレンジ
精神を持つように指導する。
失敗を生徒自身の責任として立ち直る
ところまで自分の力で経験できるとより
伸びたと考える。

進路実現を達成するた
めの個々の必要な教
養を得るために日々の
学習と自宅での自学自
習を促し勤勉さを身に
着ける。

・日々の授業と補習を通して、思考力、判断
力、表現力を身につけ、さらに応用させる確
かな学力を養う。
・課題やスタディサプリの活用で、基礎学力と
家庭学習の習慣化を図り、自ら学び続ける
意欲を育む。
・教科担当と連携し、授業に集中する態度を
育成するとともに、個に応じた課題を克服す
る学力を身につけさせる。

・早期に進路実現ができた生徒に対する学習指導がお
ろそかになった。
・自学自習の習慣が確立できていないためスタディサプ
リの活用もうまくできていない。

3.7

人との対話や文章を正確に読み取
る力や自分の中で整理して考える
理解力こそが学力の土台であり、社
会で求められる力と考える。その力
の育成をお願いするとともに、 「ここ
に来れば力がつく」と感じられる学
校運営を期待する。
ボランティアやクエストへの協力に
感謝する。 生徒は受け身でコミュニ
ケーションが取りにくい面も見受けら
れたので、積極的に関わっていきた
い。
 先生方は地域活動の指導で大変
かと思うが、無理をせず専門性を生
かして助け合ってほしい。クエストな
どの取り組みも、多すぎると感じる
なら整理統合しても良いと思う。
生徒が探究学習の意味を深く理解
していることに感銘を受けた。 地域
の課題発見と解決力を養うため、今
後も協力させてもらう。

・総合コースの生徒も、毎日家庭学習をさせる指導をする。
○学年の先生と教科担当の先生が情報共有している姿をよく見かけました。
・スタディサプリの活用を推進するのは良いと思うが、学年によって取り組みに温度差があることを感じる。推進するな
ら方針を明確にすべきと思う。
・生徒自らが考え進路実現に進めるような取り組みをもっと促すことができた。
・３学年の取り組みを見て、参考にしたい部分もありつつ、勤務時間の長さが気になりました。果たして来年度も同じよ
うにできるのかと言われると正直自信がありません。家庭の時間も大切にしたいです。

これからの生活を送る上でも学力が必
要になることを理解させることや、例え
ば資格取得をもっと促すなど継続した
学習ができるような工夫があれば変
わったかもしれない。言うだけでは動か
ない生徒に対するアプローチの方法を
模索する。

卒業後の生活を見据
え、確立された生活習
慣を軸に自律・自立し
た行動と、公共の精神
や社会性を身につけ
る。

・日々の学校生活での挨拶の励行・言葉に
責任を持つこと・周囲の友人を気遣う心を持
つことを通して良好な人間関係の構築を目
指す。
・時間や提出物の期日を守らせ自己管理能
力を育むとともに、何事に対しても自らの力
でやり遂げることを通して責任感を身に着け
させる。

・１年生から学年が上がるにつれ、周囲を気遣う心が養
われ公共の精神を身に着けることができた。
・成人として責任を持ち自立した社会性を身に着けさせ
ることは、まだ努力できる部分があった。 4.2

3.9

主体的に進路について
取り組む力を育成す
る。
高い志に向けて粘り強
く挑戦し、個に応じた進
路実現を目指す。

・納得のいく進路実現をするため、総合的な
探究の時間や実力テスト、補習等を有効に
活用し、個別面談を通して個に応じた高い進
路目標を目指す。
・オープンキャンパスを有効に活用し、進路
指導部とも連携を取り、自主的な進路情報の
収集を図る。
・第一志望決定率１００％を目指す。

・担任による個別面談は充実しており、子に応じた進路
指導ができた。
・高い進路目標を目指す姿勢はまだまだ促せた感じる
が、進路実現に対しての耐性が高くなくこの１年では改
善しきれなかった。
・第一志望決定率は3/2現在８５％ 3.7

・専門学校の１学期総合型決定者の指導
○進路に向け熱心に取り組んでいた。
○個に応じた進路指導がなされている。理科科目については専門教科ではない者が十分な指導ができずご不便をお
かけしている。
・自分で考え、自分で動くことができる生徒の割合が少ない。
○第一志望100％は達成できなかったが、個に応じた進路実現に向けて、進路指導部と学年で連携できた。

第一志望校を自らの力で決定する事が
できない生徒もいる中での進路指導は
難しかったので自分の進路を決定する
責任を生徒に負わせられるよう指導す
ることが先決だと考える。それが整えば
高い進路目標も自主的な情報収集も決
定率も１００％に近づくと考える。

3.7

・新教育課程の初年度であった１学年は、いろいろな場面で大変だったと思う。次年度は少しは動きやすくなるのでは
と思う。
○新しいカリキュラムに取り組みができていた。
○クエストなどの新しい取り組みが動き出している。教育課程については、地域を学ぶ講座と、創造性を高める講座、
資格取得を目指した講座など、充実度を上げていければいいと思う。
・小学校から習慣化するなど地域一体で育むシステムの構築が必要。高校にあがってきてからでは遅い。

・新教育課程と旧教育課程が混在して
いる年度であり、新しい学校設定科目
など不透明な部分が多く迷惑をかけた
が、２年目からはしっかりと計画を立
て、事前準備をしっかり行い、実施す
る。
・定期的にキャリア支援部会だけでな
く、総探、クエストの担当者会議を開催
する。

保護者が最も求めている基礎学力
の向上を学校運営の中心に据えて
もらいたい。

生徒にとって個に対応
し、より対話的で深い
学びとなり、また教員
にとって業務改善に繋
がるＩＣＴの活用に向け
た研修及び時間割の
作成を行う。

・生徒の学力レベルに応じた授業を展開する
ために、ＢＹＯＤの活用を促進する。
・生徒の進路実現に向けた授業展開が行わ
れるよう、研究授業を実施し、研修を重ねる。
・出張や年休に対しても臨機応変に対応し、
できるだけ自習をつくらないように変更をす
る。
・定期考査の時間割は、先生方が休みを取り
やすいように編成する。
・採点支援システムの活用を促進する。

・「ベーシックスキル」でスタディサプリを活用したり、「総
探」でTimeTactを活用したりとBYODの活用頻度は増加
した。
・時間割の変更については、できるだけ自習のないよう
に、担当者の希望に合った形で対応できた。
・百問繚乱の導入で、採点業務が大幅に削減できた。 3.9

●研究授業の実施回数が少なかったように思います。
○百問繚乱の導入や研修の実施など、とても働きやすい環境を作ってもらっていてありがたいです。
○探求で、タイムタクトやTeamsを使った取り組みが行われ、少しづつではあるがICT活用度が深まりつつある。さらに
充実度を図りたい。
○百問繚乱の導入で採点時間は削減されたように感じます。

・校内の研究授業だけでなく、連携中学
との研究授業も実施する中で、教科面
での連携も図る。
・全ての教科科目で百問繚乱を活用で
きるようにし、生徒への活用も促してい
く。

総探及び学校設定科
目「クエスト」などの探
究的な学びの充実を
図る。

・コミスク、ＴＳＵＧＵシンとの連携を密にし、生
徒の活動をサポートする。
・大学教授など専門家の意見を聞き、探究活
動を活発化させる。
・ＴｉｍｅＴａｃｔを活用し、探究活動を計画的に
実行し、記録、まとめをグループで共有する。

・「総探」と「クエストⅠ」でコミスク、TSUGUシンの地元の
方や大学教授や専門家の先生に大変お世話になった。
連絡窓口と担当者が異なっていたので、迷惑を変えてし
まうこともあったが、個々の生徒の活動としては活発化
し、2月開催に変更した浜高ラボも、鳥取中央育英高校も
参加するなど、大変盛り上がった。
・TimeTactについては、想像していた内容と異なる部分
が多かったため、来年度は採用しない方向で決めた。

3.7

○大変活発に実施できた反面、担当された先生方の負担感も大きかったのではないか。●2学年の総探において、
timetactが活かせなかったと思います。○様々なところと多彩に連携し、取り組んでいた。継続した取組につながれ
ば、なお良いと思う。●掲げてある項目は概ね達成されているとは思いますが、並列処理のできない生徒たちはかな
り混乱しており、思うような学習効果が出ていない可能性も懸念します。●特に1年生のクエストや総探では、やるこ
と、テーマ、ミッションが多く、生徒は混乱し、管理・指導する教員も大変だった。外部の方に依頼すると深度も変化も出
てきていいのですが、ある程度はやることを絞って年間を通じてやっていくことも有効だと思う。放課後の指導、土日の
活動も増えているので負担感は大きいです。・新しい取り組みを模索中である。回を重ねるごとに充実度を上げていけ
ればいいと思う。また、昨年取り組んでいた企業ゼミのような外部の取り組みを導入することも検討してはどうかと思
う。・系統性を持った取り組みになるとより良くなると思います。今年は1年目ということもあり、担当された先生方はご
苦労されたことと思います。○1、2学年は浜高ラボの発表でもあった通り年々深い内容の探究ができていると思いまし
た。●２学年でＴｉｍｅＴａｃｔを利用する機会があまり無かったです。●総探とクエストの負担は大きかった。
・いつも忙しい中、学びの充実に関しての取組ありがとうございます。キャリア統括部とは別に、総合的な探究の時間、
クエストⅠなどを統括、運営する部署(？)、または定期的に情報共有し、計画を立てる委員会を作るべきだと思いま
す。●総探、クエストの差別化に課題あり。体系的な指導が行えていない。

・TimeTactについては、こちらが思って
いた内容ではなかった部分があり、次
年度は採用しないことに決めた。
・外部との連絡窓口の教務と担当者が
異なることで、上手く連携ができなかっ
た部分を解消するために、窓口担当者
が担当者となるようにする。
・総探とクエストの曜日を分ける。
・探究とクエストの進捗状況と使用教室
がわかるような連絡ボードを職員室に
設置する。

キ
ャ
リ
ア
支
援
部

学
習
支
援
係

連携型中高一貫校に
向けた新しい学校とし
ての教育課程や規定
について検討する。

・教育課程委員会を年３回実施し、教育課程
について検討する。
・学校独自の教科科目として、学校設定教
科・科目について考え、魅力ある教育課程の
実現を目指す。
・キャリア支援部会を定期的に開き、現規定
の妥当性等について考え、研修会等で議論
する。

・教育課程委員会は4回実施し、次年度の新教育課程を
決定できた。
・今年度から始まった学校設定科目「ベーシックスキル」
については、基礎学力の定着に効果があった。「クエスト
Ⅰ」については外部との連携がかみ合わなかったり、生
徒担当者とも「総探」との棲み分けがはっきりできず、担
当者に迷惑をかけた。
・定期的な部会が開催できなかった。

3.4

領域 項目別評
価

総合評
価

取組みへの意見 対策 学校関係者評価


